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「せっかく」と 「どうせ」

 心態詞 schonの一用法 ------

岩 崎 英 ニ 郎

はじめに

「せっかく」「どうせ」 と schon 

両者の共通点（1)

両者の共通点（2 )  — r どうせなら」 とwenn schon 

両者の違い 

おわりに

はじめに

このところ国語学者渡辺実氏の『さすが！日本語』 という文庫本を座右 

に置いてときどき目を通しているり。 この本のなかで同氏は「せっかく」 

「どうせ」「いっそ」「せめて」「さすが」など、日本語独特のH 葉 （これら 

の語類を日本語の専門家たちは  <副用語〉と呼んでいるようであるが、名 

詞、動詞、形容詞など独立して用いられるくS 用語〉に副う形で用いられ 

るものという意味で、いわゆる副詞を中心に、それに接続詞、感動詞、連 

体詞を加えたものに相当する）を一般の素人にも判りやすく解説しておら 

れるが、氏のパリやプリンストンでの滞在経験に基づいてフランス語や英 

語との違いを意識しながら論を進めておられるだけに、これらの副用語と 

はどこか似通ったところのあるドイツ語の副詞や心態詞の研究に長年携わ

り 本 * の存在を私は長年の同学の友人岸谷敞子さんから教えられた。ここに記 

して心からの謝意を表する。ちなみに渡辺実氏とは、もう何十年も前のこと 

だが、岸谷さんをも交えた研究会で何度か同席したことがある。
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ゥてきた私には、こ の 「どうせ」の用法はドイツ語のeb enでも表現でき 

るのではなかろう力、、こ の 「せめて」の使い方はwenigstensとほぱ同じで 

はないだろうかなど、日本語とドイツ語の細かなニュアンスの違いについ 

てあれこれ考えるきっかけを与えてくれるし、ときには思いがけない榮見 

をすることもある。その一つが、日本人ならぱ誰もがよく使うあの「せっ 

かく」 や 「どうせ」 とドイツ語の心態詞sch onとのあいだにある種の類似 

性が認められるという、これまで考えもしなかったまことに意外な♦実で 

あった。渡 辺氏が「せっかく」を説明するさいに最初に取り上げられた文 

例

(りせっかくパリまで来たのに、ル- * ヴルを見ずに帰るなんて残念だ。

を見て、ま分*が更集した心態詞 schonの多数の具体例の一つにたしかこれ 

によく似たものがあったような気がしたのがそもそもの始まりだった。と 

はいっても心態詞としての sch onには実にさまざまな用法があるし、「せ 

っかくパリまで来たのに」からの連想でそのような使い方のschonの例を 

探すといっても、出典の著者すら判らないのではそう簡単には見つかるは 

ずもなく、ただやみくもに検索するしかなかったが、 しかしうれしいこと 

に私の記憶はやはり間違ってはいなかった。ようやく探し出したのが次に 

示す文例（2 )である。

(2) Naturlich man, wenn man schon in Paris ist, den Louvre, Notre-

Dame, die Tuilerien, das Grabmal des Unbekannten Soldaten und das 

Pantheon gesehen haben, man mu6 in Versailles und Chartres gewesen sein, 

[…]

(Hans Sahl, Memoiren eines Moralisten, 7'Kapitel)

もちろんせっかくパリまで来たからには、ルーヴル、ノートルダム、 

テュイルリー公園、無名戦士の墓、そしてパンチオンは「ぜひとも」 

見ておかなけれぱならないし、ヴエルサイユとシャルトルへも行かな 

けれぱならない […]

(ハンス • ザール、あるモラリストの回想録、第 7 享）
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n 「せっかく」「どうせ」と schon 

上の訳文で sch onを 「せっかく」 と訳したのは渡辺氏の例文との類似性 

を強調するために私が意図的にしただけのことで、「どうせパリまで来て 

いるのだから」 と訳してもむろんかまわないし、「せっかく」や 「どうせ」 

などの副用語を使わずに。さらりと「パリまで来たからには」 と訳すこと 

も可能である。原文の意味、原作者の意図を正しく汲み取ったうえでそれ 

をどのような日本語で表現するのか、それが訳者の腕の見せどころという 

ものだろう。

ここで視点を変えて、われわれ日本人が「パリまで来たからには」 と言 

うであろう場面で、 ドイツ語を母語にする者ならぱどのような表現を使う 

だろうかにっいて考えてみたい。例文 ( 2 )では不定代名詞m anを用いて主 

語を特定化することを避けているが、場合によっては

(3) Wenn wir scnon in Pans sind, miissen wir den Louvre gesehen haben.

どうせパリまで来たのだから、ル一ヴルを見とかなくちゃね。

のように主語を特定化することももちろん可能である（ただし日本語では 

主語をわざわざロに出すことはめったにないから、上の訳文では「われわ 

れ」 と か 「わたしたち」などはあえて使わなかった）。

(4) Wenn wir schon einmal /  schon mai in Pans sind, miissen wir den Louvre 

gesehen haben.

(5) Wenn wir nun einmal /  nun mal in Paris sind, miissen wir den Louvre 

gesehen haben.

例文の（4 ) と （5 ) は 「せっかく」や 「どうせ」 をドイツ語ではほかにど 

のように表現すれぱよいかにっいて試行錯誤を承知の上で作ってみたのだ 

が、いずれの例文にもeinmalが使われていることに注目していただきたい。 

もともと「一回」や 「一度」を意味するeinm alには、英語の o n ceやフラ

「せっかく」と 「どうせ」
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ンス語のune f o i sと同じように、「いったん… したからには」 という、いま 

さら変えることのできない既成の享実や既成の判断などを示す働きがあ 

る 0 Wenn man einmal angefangen hat, das Buch zu lesen, kann man es gar nicht 

mehr aus der Hand le g e n .(いったんこの本を読み始めたら、 もうやめられ 

な \  なってしまつ） と力、Wenn er einmal versprochen hat zu kommen, dann 

kommt er, selbst wenn er krank i s t . (彼がいo たん来ると的束した以上、たと 

え病気になってもかならず来る）のような用法である。（4 ) は （3 ) に示した 

sc h o nと einm alの併用だから、それ以上の説明は不要だと思うが、（5) の 

nun einm alないしmm m al(nun einmalの口語形）にっいてのみ注釈を加え 

ておこう。これはく既成の享実〉〈既成の判断〉などに関して、それをい 

まさら変えることはできないという、話し手の請めに似た、場合によって 

は多少ふてくされた気持ちすらも聞き手に伝えるシグナルとして働き得る 

心態詞的な表現であって、 Ich bin mm ma/ein fauler Mensch. (どうせおれな 

んて怠け者さ）のように用いられる。文学作品の中からの具体例を引用し 

ておこう。

(6) MARTHE. Und Ihr, mein Herr, Ihr reist so immer fort?

MEPHISTOPHELES. Ach, dafi Gewerb und Pflicht uns dazu treiben!

Mit wieviel Schmerz verlaBt man manchen Ort,

Und darf doch nun einmal nicht bleiben.

(Johann Wolfgang von Goethe, Faust in urspriinglicher Gestalt, Garten) 

マルテ. それで、あなたはそうやっていっも旅ぱかり？

メフィストーフエレス . ええ、商売と義務とに追い立てられましてね。 

立ち去るのがとても辛い土地もありますが、

でも腰を藩ち着けるわけにはいきませんからね。

(ゲーテ、ウルフアウスト、庭）

腰を蔣ち着けたい土地があっても、それも所誇は叶わぬ夢との請めの気 

持が nun einm alによって表現されている。

(7) Das Lesen war inm nun einmal so zum Bediirfnis geworden, wie es den
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「せっかく」と「どうせ」

Morgenlandern aas Opium sein mag, wodurch sie ihre Sinne in eine 

angenehme Betaubung bringen. Wenn es ihm an einem Buche fehlte, so hatte 

er seinen Rock gegen den Kittel eines Bettlers veitauscht, um nur eins zu 

bekommen. [...]

(Karl Philipp Moritz, Anton Reiser. Ein psychischer Roman, 3.Teil)

読言は彼にはもう欠かせないものになっていた。東洋人たちにとって 

彼らの感覚を心地よく麻禅させてくれる阿片がたぶんそうであったよ 

うに。 もしも，物がなければ、それを手に入れるためには乞食にすら 

なったことだろう。

(カルル，フイリップ.モーリッツ、アントン，ライザー，

心理小説、第 3 部）

読言なしにはどうにも生きてはいけない、その変えようもない現実を示 

すのがnun einm alである。

ではこのへんで本題のschonに話を戻そう。まず確認しておきたいのは、 

文 例 （2 ) の s c h o nは心態詞であって「すでに」 を意味する〈時の副詞〉 

(Temporaladverb)で はない（あるいはく時の副詞〉ではもはやない)こと 

である。「すでにパリに来ている以上 I とも訳せるではないか、 というご 

くま然な反論があり得ることは承知しているし、 もともとはく時の副詞〉 

schonの 「すでに」 という具体的な意味がしだいに稀薄化していった結果 

が心態詞 sch onであることはまぎれもない事実であるから、上例の wenn 

man schon in Paris i s tの schonか ら は 「すでに」の意味が「すでに」完全に 

消減しているのかと開き直って詰問されたら、それを否定することはでき 

ないし、また否定すべきことでもないだろう。それが生きた言葉というも 

のである。「すでに」 という実質をいくらか保有しながらも、 日本語を引 

き合いに出せば「せっかく」「どうせ」あ る い は 「どっちみち」等々の含 

みをこの schonが心態詞としてすでにもっていることを理解するだけの語 

感をぜひ身につけてほしいと思う。本来の時の意味がすでに薄れつつある 

ことを知るためには、次の例文のほう力《適まかもしれない。

(8) Wenn du schon einKaufen gehst, mochte ich dich bitten, mir Zigaretten zu
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holen,

( 9 )どうせ買い物に出かけるのなら、夕パコを買ってきてくれないか。

例文( 8 )のドイツ語と例文(9) の日本語を先入観なしに虚心に読み比べて 

みれば、両者がほぽ同じ内容をもち、話し手のほぼ同じ気持ちを表現して 

いることが読み取れるはずである。そして例文( 2 ) の schonが心態詞であ 

ることにはいささか言を傾げざるを得なかった人たちも、例 文 （8) の 

schonがもはやく時の副詞〉ではなくなっていることには納得できるので 

はないだろう力、。

ただし( 9 )の r どうせ買い物に出かけるのなら、夕パコを買ってきてく 

れないか」をドイツ語ではどのように表現するのだろうかと問われた場合、

(8 )が唯一の正解であるはずもなく、

(10) "Wenn du sowieso einkaufen gehst, mochte ich dich bitten, mir Zigaretten 

zu holen.

のように表現することもむろん可能である。この例文を日本語に訳せと言 

われれば、即 座 に 「どっちみち買い物に出かけるのなら、夕パコを買って 

きてくれないか」 と答える人が大部分たろう。so w iesoにはどの独和辞典 

にもかならず r どっちみち」の訳語が載っているからである。 しかしこれ 

では直訳調の日本語にすぎず、 r どうせ冒い物に出かけるのなら I のほう 

がはるかにS 然な生きた日本語だろうし、場合によっては「せっかく冒い 

物に出かけるのなら」 という人だってきっといるにちがいない。

(1 1 )„Du bist alt geworden mzwischen, Siegfried. Sag mir wenigstens ,Guten 

Tag', wenn ich dich schon besuche. Niemand kennt mich hier wieder, 

scheint’s.,."

Besuch ist gut, dachte Strohberg. Er war immerhin ein wenig erleichtert. Er 

muBte dafiir sorgen, daB Prinz’ Besuch ein sehr knapp bemessener Besuch 

blieb.
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(Peter Jokostra, Herzinfarkt, 2.Kapitel)

「おまえも年を取ったな、ズィークフリート。おれが訪ねてきたとき 

ぐらいせめてこんちはぐらいは言えよ。おれのこと覚えているやつが 

ここには一人もいないようだな、どうやら…」

訪問とは驚いたな、とシュトロ一ベルクは思った。それでも彼はい 

ささかほっとしていた。 とにかくプリンツがこの訪問をなるべく早*目 

に切り上げてくれるよう考えなければならなかった。

(ペー夕一 ，ヨコストラ、心筋梗塞、第 2 享）

上に挙げた例文（2) (3) (8) ( n ) の schon力す、いずれも従属接続詞w en nに 

導入される条件文のなかで用いられていることに、すでに気がつかれたで 

あろう力、。享実この種の sch onが使われるのは、w e n nに始まる条件文に 

かぎられているのである。

それでは次に、元来は  < 時の副詞〉であった schon力す、なぜこのような 

場合に使われるようになったか、このことについて考えてみたい。文例

(1 1 )の wenn ich dich schon besucheで は 「おれがおまえを訪問している」 と 

いう享実か「すでに」そこにあるのたし、文 例 （2 ) の wenn man schon in 

Paris i s tで は rパリにきている」 という享実がやはり「すでに」存在して 

いる。そのように元来は「すでに」というく時の副詞〉であった schon力す、 

時が経過するにつれてしだいにその本来の意味を失い、すでに確定してし 

まった既成の♦実や状況に直面したさいの話し手のさまざまな心理状態を 

示す単なるシグナルへとしだいに変貌していったのではないだろう力、。そ 

れぞれの場面に応じて、淡々とした心境、あきらめに似た気持ち、.達観の 

境地、ふてくされた開き直り、あるいはその逆の自負、思い上がり等々、 

実にさまざまな心理の緩をそのつど聞き手に伝えるシグナルの役目を果た 

す心態詞へと少しずつ変容していったのではないだろう力、。以上がとりあ 

えずの私の推測である。

H I 両者の共通点（1 )

これまでいろいろな例文を検討する過程で、 ドイツ語では schon、 schon 

einmal、 nun einmal、sowieso、 日本語では「せっかく」「どうせ」「どっち

「せっかく」と 「どうせ」
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みち」などを例として用いたが、これらドイツ語の心態詞ないし副詞、日 

本語の副用語ないし副詞に共通するもの、それは要するに上にも挙げた 

く既成の享実〉ないし〈既成の判断〉ということに尽きるのではないだろ 

うか。本稿の冒頭で触れた『さすが！日本語』の中で渡辺氏は、「せっか 

く」の例として、「せっかくパリまで来たのに I のほかに、「せっかく雨が 

やんだのだから」「せっかくのお言葉ですが I 「せっかくだから I などさま 

ざまの具体例を使っておられるが、これらの発話がすべて特定のく既成の 

享実〉を前提としてなされていることは言うまでもないだろう。

「どうせ」の場合も同断である。同言に見られる「どうせ」の例文を調 

ベてみよう。「どうせわたしは馬鹿ですとも I は、たぶん相手がふだんか 

ら自分のことを馬鹿にしていることを念頭に置いての発話であろうし、 

rあなたが自分で頼みに行ったってどうせ断わられるわよ」は、頼みに行 

く相手がきわめて手強い相手であるという詰し手のく既成の判断〉を前提 

しての発話にちがいない。「ど う せ くならビジネスクラスで藥に行きま 

しょうよ」の場合には、航空機で旅をすることがすでに決まっているはず 

だし、「人はどうせ死ぬものだが I にいたっては、人間にとってそのもの 

ずばりのく既成の享実〉である。

最 後 に 「どっちみち」だが、この言葉は渡辺氏の上掲言では扱われてい 

ない。 しかし「あの人に頼みに斤ったってどっもみち断られるわよ I 「き 

みだっていずれはどっちみも死ぬわけだし I などの例によっても明らかな 

ように、「どっちみち」 もく既成の享実〉やく既成の半!]断〉なしには考え 

られない表現であることは、改めて説明するまでもないだろう。

それでは話し手のどのような心理がschonによって相手に伝えられるの 

か、あるいは伝わるのか、いくつかの具体例を通じて検討してみることに 

しょう。

(12) [...] Als sie aie Kalber sah, sagte sie, wenn ich schon dem Vater eines 

geben wolle, wie es im Vomehmen sei, so sollte ich ihm doch dieses geben. 

Sie hatte eines ausgesucht mit sehr schonem weiBem Kopfe, mit weiBer 

Fahne und dunkelbraunen Lenden, Sie gehen nicht haufig mit emer solchen 

Zeichnung in unsem Waldweiden herum. Ich sagte ihr, daB ich wohl selber
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gedacht habe, dieses wiirde ich hinauf senden, und sobald der Stall im Hage 

oben im bewohnlichen Zustande ware, so wiirde das Kalb geschickt werden 

und mit ihm ein anderes, das fast eben so aussahe, nur in dem Augenblicke 

nicht hier sei, damit ein Anfang gemacht wurde zu schonen, glanzenden, 

zutulichen Rindem.

(Adalbert Stifter, Die Mappe meines UrgroBvaters, Margarita)

[ …] マルガリー夕は仔牛たちを見て、もし、父にこの中の一頭を譲 

って下さるのでしたら、どうぞ、この仔牛にして下さい、と言った。 

彼女が選び出したのは、非常に美しい白い頭をして、尻尾が白く、腰 

の迈りが濃い掲色の仔牛だった。こんな特徴をした牛は、この辺りの 

森の牧場には、めったに見当たらなかった。私は彼女に、私もこの仔 

牛を差しあげようと思っていたこと、かしわ林の牧場の廳舎が使える 

ようになったら、この仔牛の他に、今はここに居ないけれど、この仔 

牛とほとんど同じ様子をしたもう一頭の仔牛も連れてゆくつもりで 

す、そうすれば、輝くばかりに美しく、おとなしい牛を増やすことも 

できましょう、と語った。

(アーダルペルト• シュティフ夕一 、 曾祖父の遺稿、

マルガリー夕、玉置保已訳）

wenn ich schon dem Vater eines geben wolle, wie es im Vomehmen sei ど：£置

氏 は 「父にこの中の一頭を譲ってくださるのでしたら」 と的確に訳してお 

られるが、この sc h o nには、「すでに」あなたがそのように考えておられ 

るのならば、という <時 > の意味が皆無とまでは言わないまでも、どちら 

かと言えばやはり「せっかくそのお気持ちがおありになるのでしたら」 

「_どうせ頂戴できるのなら I という日本語の表現に近い心態詞と考えるぺ 

きであろう。

( 1 3 ) Wenn ihr schon die Zdhne zeigt und die Fduste ballt, so fliistert Keine 

sanften Worte dazu 一 wenn ihr schon vor Ungeduld zittert, das Schwert zu 

schwingen, so macht doch nicht, als legtet ihr aus bloBer Vorsicht die Hand 

an den Knauf‘…
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(Bertha von Suttner, Die Waffen nieder!, l.Band, 3.Buch)

「[>•，] あなたがたが歯を剥き出し、こぶしを固めていらっしゃるのに、 

甘い言■葉など嚷かないでいただきたいわ一剣を振るいたくてうずう 

ずしていらっしゃるのに、ただ用心のためだけに剣の柄頭に手をやっ 

ているふりなどなさらなけれぱいいのよ」

(ペル夕 • フォン，ズットナー、武器よさらば、第 1 巻，第 3 享）

ここに使われている二つのschonは、たとえぱwenn man schon den Krieg 

anfangen w i l l ( どうせ戦争を始めるつもりならぱ）などの sc h o nと同じ使 

い方で、歯がすでに剥き出されており、こぶしがすでに固められていると 

いうような、く時の副詞〉の schonと混同してはならない。

(14) "Na also?"

"Wie meinst du?" fragte Nachtigall wie aus einem Traum.

„Erzahr doch waiter. Wenn du schon einmal angefangen hast... Geheime 

Veranstaltung? Geschlossene Gesellschaft? Geladene Gaste?"

,,Ich weiB nicht. Neulich waren dreiBig M enschen, das erstemal nur 

sechzehn."

"Ein Ball?"

,,NatUrlich ein Ball." Er schien jetzt zu bereuen, daB er uberhaupt gesprochen 

hatte.

(Arthur Schnitzler, Traumnovelle, 4.Kapitd)

「それで？」

「なんだって？」 とナイチンゲール君は:^から覚めたように尋ねた。 

「話を続けろよ。 どうせ話し始めたんだ… 秘密集会だって？ 会員制 

だって？ 招待客だって？」

r知らないよ。この前は3 0 人だったけど、最初のときは 1 6 人だけだ

った」

「グンスパーティー？」

「むろんダンスパーティーさ」 彼は、話さなければよかった、と後 

悔し始めているようだった。



「せっかく」と「どうせ」 

(アルトゥール，シュニッツラー、夢物語、第 4 享） 

ここでは schonではなく schon einmalが使われているが、「どうせ話し始 

めたのだから」の訳語からも判るように、この種の schonの典型的な使い 

方である。

( I d ;し. . ] Wenn meine Furcht nicht so groB ware, so wiirde ich mich damit 

trosten, daB es nicht unmoglich ist, alles anders zu sehen und doch zu leben. 

Aber ich fiirchte mich, ich fiirchte mich namenlos vor dieser Veranderung. 

Ich bin ja noch gar nicht in dieser Welt eingewohnt gewesen, die mir gut 

scheint. Was soil ich in einer anderen? Ich wiirde so gerne unter den 

Bedeutungen bleiben, die mir lieb geworden sind, und wenn schon etwas sich 

verdndern muS, so mochte ich doch wenigstens unter den Hunden leben 

diirfen, die eine verwandte Welt haben und dieselben Dinge.

(Rainer Maria Rilke, Die Aufzeichnungen des Make Laurids Brigge)

この恐怖がそれほど大きなものでないのなら、僕は、いっさいが違っ 

たふうに見える世界でも、生きつづけることは不冗能ではないと、自 

分を慰めるところかもしれない。 しかし僕は恐ろしくてたまらなレ、。 

この変転を前にして、言葉を失うほど恐ろしいのだ。僕はこの世界に、 

このままでいいと思えるこの世界に、まるでまだ住み慣れていない。 

その僕がべつの世界に入ってどうなるというのか？僕は自分に好まし 

いものとなった、このもろもろの意味の世界に、なんとしても留まり 

たい。どうしても何かが変わらなければならないのなら、せめて犬た 

ちの仲間にまじって生きることを許されたい。彼らなら、われわれと 

血縁の世界を、同じ物たちを持っているのだから。 

( ライナー，マリア . リルケ、マルテ，ラウリス . プリッゲの手記、 

核浦博訳)

ここではwenn schon etwas sich verandern muBのくたり力す、「どうしても何

かが変わらなけれぱならないのなら」 と淡々と、 しかし正確に訳されてい 

るカシ要するに「どうせならせめて犬たちの仲間としてI ということであ
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る。

(16) „Wir miissen es loszuwerden versuchen", sagte die Schwester nun 

ausschlieBlich zum Vater, denn die Mutter horte in ihrem Husten nichts, "es 

bringt euch noch beide um, ich sehe es kommen. Wenn man schon so schwer 

arbeiten mufi, wie wir alle, kann man nicht noch zu Hause diese ewige 

Qualerei ertragen. Ich kann es auch nicht mehr." Und sie brach so heftig in 

Weinen aus, daB ihre Tranen auf das Gesicht der Mutter niederflossen, von 

dem sie sie mit mechanischen Handbewegungen wischte.

(Franz Kafka, Die Verwandlung, S.Kapitel)

「あたしたち、これをなんとか厄介私いしなけれぱいけないのよ」 と 

妹は、今度は父親だけにむかってH った。母親のほうは咳き込んでい 

て何一つ聞こえなかったからだ。「このままだとお父さんもお母さん 

も二人とも死んでしまうわ、そうなるのが目に見えてるわ。あたした 

ちみんな、これまでだって働きどおしに働いてきたのに、おまけに家 

のなかで絶えずこんな責め苦を受けなければならないなんて。あたし 

だってもう我慢できないわ」。そう言って妹は激しく泣き崩れ、その 

涙が母親の顔に流れ落ちたが、母親は機械的に手を動かしてその涙を 

顔からぬぐい取った。

( フランツ，カフカ、変身、第 3 章）

ある朝目を覚ますといつのまにか甲虫に変身していたというグレーゴ 

ル ，ザムザ の 物 語 は あ ま り に も 有 名 た が 、 冒 頭 の „Wir m iissen es 

loszuwerden versuchen"の e s は、化け物のようなその虫（原文ではUntier) 

を指している。 ところで問題の簡所の，,Wenn man schon so schwer arbeiten 

mu6, wie wir alle"は 「あたしたちみんな、これまでだって働きどおしに働 

いてきたのに」 と意訳をしておいたが、この schonに 「せっかく」や 「ど 

うせ」の訳語を当てることはできない。この schonに近い日本語を強いて 

探すとすれば、さしづめ「ただでさえ…なのに」 とでもいうところだろう 

か。 ドイツ語では"Wenn man ohnehin so schwer arbeiten mufi"や ，,Wenn man 

sowieso so schwer arbeiten mu6"あたりが無難な言い換えだろう。例文 (9)
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「せっかく」と「どうせ」

Wenn du ぶりvw’どぶo einkaufen gehst, mochte ich dich bitten, mir Zigaretten zu holen.

のことを思い出していただければ、これらの schonがすべて同類であるこ

とが納得できるはずである。

(17) Das Geld brauchte ich dringend, aber vorwiegend fiir Theaterkarten, nicht 

etwa fiir Bucher. Wer auswanderte, konnte nur wenig mitnehmen, die 

Bibliotheken blieben meist zuriick. Und wenn man schon ins Exit BUcher 

mitnahm, dann nicht Romane oder Gedichtbande, sondera Fachliteratur und, 

vor allem, Worterbiicher. Was bleiben muBte, wurde verschenkt.

(Marcel Reich-Ranicki, Mein Leben,

l.Teil’ Mehrere Liebesgeschichten auf einmal) 

その金が私にはぜひとも必要だったが、それは芝居の切符を買うため 

で、言物を購入するためなどではなかった。亡命する者はわずかの荷 

物しか持ち出せず、蔵書類は大部分置いてゆかざるを得なかった。そ 

してどうせ亡命先に書:物をもってゆくのなら、それは小説や詩集では 

なく、専門書と、そしてとりわけ辞* 類だった。置いていかざるを得 

ない，物は他人にあげてしまった。

(マルセル • ライヒ= ラニッキ、わが生涯、第 1 部、

いくつかの恋愛を同時に）

(18) [••,] Kinder konnen einen ungeheuer anoden, aber malen konnen sie, da6 

man kaputt geht. Wenn ich mir schon Bilder ansah, AdiXm bin ich lieber in 

einen Kindergarten gegangen als in ein olles Museum. AuBerdem schmieren 

sie sowieso gem Wande voll.

(Ulrich Plenzdorf, Die neuen Leiden des jungen W.)

[ …] 子供なんてものはひどく神経に障ることもあるけど、でも絵は 

ぶったまげるほどうまいね。だからぼくは、どうせ絵を見にいくんだ 

ったら、 くだらない美術館にいくよりむしろ幼稚園へ行ったね。それ 

にあいつらはどっちみち壁じゅう絵で塗りつぶしちゃうしね。

( ウルリヒ，プレンツドルフ、若きWのあらたな悩み）
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(19) [•••] Meine ambivalente Gefuhle gegeniiber solchen Autos findet Robert 

kleinmiitig. Wenn man schon im westlichen Sumpf lebt, dann bitte mit allem 

Komfort, den man sich leisten  kann. D ie K lassengegensatze, die 

westdeutsche Intellektuelle etwa zwischen einem Golf-Cabrio und einem 

Jaguar entdecken, findet Robert zum Lachen und sieht sie 一  hier ganz 

orthodox -  als Widerspruche im biirgerlichen Lager an. [.，•]

(Peter Schneider, Der Mauerspringer, S.Kapitel)

このような享に対するぼくのどっちつかずの感情をロペルトは臆病だ 

と思っている。どうせ西の泥沼のなかで暮らす以上は、ぜひとも手に 

入るかぎりのあらゆる快適さを、というわけさ。西の知識階級のやつ 

らがたとえばゴルフ，キャプリオとジャガーとのあいだに階級間の対 

立を見たりするのは、ロペルトにとってはとんだお笑いぐさで、彼は 

それを一ここではオーソドックスにープルジヨア陣営の矛盾と考えて 

いるんだ。

(ペー夕一，シュナイダー、壁を飛び越える男、第 3 享）

(1 7 )か ら U 9 )までの引用文に用いられているschonについては、いまさ 

ら解説するまでもないだろう。いずれも「どうせ」の訳語がぴったり当て 

はまるものばかりである。例 文 （1) に始まる私のくどくどしい説明にここ 

まで辛抱強く付き合ってくださった方々は、これら三つの例文でのschon 

の使い方などは、すでに楽々と理解されただろうし、合わせて「せっかく」 

「どうせ」 と sch onの共通点についても十二分に判っていただけたことと 

思ぅ。

I V 両者の共通点（2 )  — 「どうせなら」とwenn schon—

渡辺実氏は上記の言『さすが！日本語』のなかで「せっかく」「どうせ」 

など副用語のく自用語化〉についても述べておられる。渡辺氏は

(2 0 )せっかくですが、御要望には添いかねます。

(21 )せっかくだから、いただいて帰りましょうよ。



(2 2 )どうせなら一戸建にしない?

などの例を挙げ、このように元来は副用語である「せっかく」「どうせ」 

が述語を省いて用いられる現象、言い換えれば、このようにg 用語が副用 

語に吸収された結果、副用語がま用語のように用いられる現象をく副用語 

の自用語化〉と名付けておられる力す、 まことに興味深いことに、心態詞 

sch onにもたまたまそれに類似した現象が見られる。つまり渡辺氏の言葉 

を借りれば「schonが述語動詞をP及収」 してしまう現象である。具体的に 

説明しよう。

(23a) Wenn man schon einmal in Paris ist, mu6 man den Louvre gesehen 

haben.

(23b) Wenn schon einmal in Paris, mu6 man den Louvre gesehen haben.

(23a) は rせっかく ノ、。リまできたからには I という例のすでにお刷染み 

の文例たが、（23b )の Wenn schon einmal in Paris,...のほうは主語と述語が省 

かれている。 しかしそれでも何も支障はなく、それだけで意味は十分に通 

じる。前 後 の 文 脈 （K o n t e x t )や、 この登話のなされた具体的な場面 

(Situation) i f 、省略された部分を十二分に補ってくれるからである。同じ 

ような例をいくつかお目にかけよう。

(24) Wenn schon eine Schiffsreise, dann mit einem Luxusschifr.

せっかく船で旅をするのなら、豪華客船に乗りたいものだ。

もしもこの言葉が船会社の宣伝ポス夕一の f區い文句ならぱ、「せっかくの 

船旅、豪華客船でどうぞ」 とでも訳すべきところだろう。ついでに eine 

Schiffsreiseまで省いてしまって、

(25) Wenn schon, dann mit einer Luxusiacht.

「せっかく」と 「どうせ」

15



どうせなら臺華ヨットで。

というのもキャッチコピーとしては大いに有効かもしれない。

(26) Wenn schon in jungen Jahren sterben, dann moglichst ohne Schmerz.

どうせ若死にするのなら、なるべく楽に死にたいね。

(27) Wenn schon, dann moglichst ohne Schmerz.

どうせなら、なるべく楽なほうがいいね。

文 例 （27) の wenn schon は、 wenn schon in jungen Jahren sterben の省略形と

はもちろんかぎらない。文脈と場面を手がかりに聞き手がそのように理解 

するたけのことである。（25) ( 2 7 )に見られるwenn schon, dann ...に始まる 

言い回しは、きわめて広く一般に用いられており、試しにネットで検索し 

てみれば、無数の例が見つかる。そのいくつかを御紹介しよう。

(28) Wenn schon, dann nchtig! Halbherzigkeii wird sich nicht auszahlen.

(29) Wenn schon, dann richtig die Fetzen fliegen lassen!

(30) Wenn schon, dann lieber Chinesisch lemen.

(31) Wenn schon, dann ein Griiner Tee aus Japan.

(32) Wenn schon, dann lieber am Tag, in der Nacht wird geschlafen.

せっかぐなら量間のほう力ケル\ 夜は睡眠だ。
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「せっかく」と「どうせ」

きりがないのでこれでやめにするが、この言い回しがいかに一般に普及 

しているかが、これでよくお判りいただけたことと思う。

最後にこの用法の典型例の一つともいうべきwenn schon, denn schonに 

一言触れておく。いわゆる〈省略的成句〉 （elliptische Redewendung) の一 

つであるが、この成句を独和辞典で引いてみると、 r毒を食わぱ皿まで」 

という日本の言彦力s'訳語に加えられていることが多い。本来の意味は「どう 

せやるなら徹底的に」「どうせならとことんまで」 ということである。な 

お 正 言 法 （Rechtschreibung)の本家本元として著名なD udenの 『正言法辞 

典』 （̂Die deutsche Rechtschreibung)は、この成句は wennschon, dennschon 

と表記するようにと指示しているが、よそ者の余f f なお世話を承知の上で 

言わせてもらえぱ、 schon, dann richtig! と Wemzぶc/zon, dennschon. をい 

かなる理由で表記上区別しなければならないのか、理解に苦しむ。この成 

句の前半部であるwenn schonは （2 8 )から（3 2 )までのwenn sch onとまった 

く同じ用法であり、後半部の derm schonの dermは、dannの古形だからで 

ある。それならdenn schonのほうの schonは何かということになる力こ 

の sch onの用法は本題からはずれるので、ごく簡単な説明に留めておく。 

denn schonの schonは、次に示す例文（33) ( 3 4 )の sch onとまったく同じ使 

い方である。

(33) Wenn ich sowieso arbeiten mu6, werde ich schon grundlich arbeiten.

どのみち働かねばならぬ以上は、徹底的に働くつもりだ。

(34) Um Deutsch wirklich gut zu beherrschen, muB man schon in Deutschland 

gelebt haben.

ドイツ語をほんとうにマス夕一するためには、 ドイツでの生活が不可 

欠だ。

この二つの例文を何度も熟読玩味してみれば、ここに使われている schon 

のニュアンスはおのずから会得できるのではないだろう力、。 denn schonの 

sch onもまさにこのschonである。ただしwenn schon, denn schonが初めか 

らく省略的成句〉であったわけではない。そのことは、次の引用例を見れ
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ぱ明らかである。

(35) [...]Unter vielen Achs und Ohs und Seufzern erzahlte sie ihre traurige 

Fabel", Der Mann tot... sie mittellos... ach, sie trennt sich so schwer von den 

lieben Sachen, die Zeugen ihres Gliickes, aber wenn schon, denn schon 

rasch, und wenn sie nur in gute Hande kommen..

(Mieze Biedenbach, Erinnerungen einer Kellnerin)

[ …] 何度も何度もああと言ったり、おおと言ったり、溜息をついた 

りしながら、彼女は悲しげな作り話を物語った。夫は死んでしまった 

し… 財産なんかないし、ああ、仕合わせだったころの証人ともいえる 

これらの大切な品物と別れるのはほんとうに辛いわ、でもどうせ売ら 

なけれぱならないものなら、いっそいますぐ売ってしまいたいの、そ 

れにいい人に買ってもらえさえすれば… […]

( ミーツエ • ピーデンパッハ、ある給仕女の思い出話）

ピーデンパッハのこの作品については、それが 1 906年に出版された彼 

女の g 伝であることだけは判っているが、彼女自身に関しては、残念なが 

らいまのところ何も知ることができない。 しかしこのま伝の刊行が1906 

年であることから考えれば、彼女が活躍したのはたぶん1 9 世紀の後半の 

ことたと思われる。 したがって例文（3 5 )は、 weim schon, denn schonが少な 

くともその頃まではまだ単なるく省略的成句〉にはなりきっていなかった 

ことを示す数少ない貴重な資料の一つと言えるのではないだろう力

最後にく省略的成句〉としてのwenn schon, denn schonが具体的にはど 

のように用いられているのか、現代文学作品からその実例を一つだけ挙げ 

ておこう。

(36) Ich bog auf die Autobahn ein und trat aufs Gas. Mein Brautkleia lag in 

einer lackroten Schachtel auf dem Rucksitz. Modell Opera, fiinf Meter 

weiBer Tiill fur den Rock, eine weich drapierte und mit einzelnen Perlen 

bestickte Corsage aus Satin, lange weiBe Handschuhe und sogar ein Schleier 

mk winzigen, Maiglockchen nachempfundenen Bliiten. Ausgerechnet ich mit
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einem Schleier! Aoer wenn schon, denn scnon,

(Doris Dome, Die Braut)

私は高速道路めざして力 -*プを切り、アクセルを踏んだ。深紅のボー 

ル箱に収めた花嫁衣裳がパックシートに載せてあった。「オペラ」 と 

i名打たれた特注デザインだ。スカート部分の白チュールが五メー  トル 

もあり、サテンの服部は柔らかくひだをっけたうえ、刺織で真珠がち 

りぱめてある。それに長い白手袋と、スズランのような小花をあしら 

ったヴエールがセットになっていた。—— この私がヴエールをかぶる 

とはね！ でも、どうせ乗りかかった船、やるしかない。

( ドーリス，デリエ、花嫁、西川賢一訳）

Aber wenn schon, denn sch on .を 「でも、どうせ乗りかかった船、やるし 

かない」 と訳された西川氏の腕前はなかなかのもので、まさに適訳だと思 

ラ0

V 「せっかく」「どうせ」と schonの違い

ここまでは、 日本語の副用語「せっかく」「どうせ」 とドイツ語の心態 

詞 sch o nとを比較しながら、どちらかといえば両者の共通点を指摘するこ 

とに重点を置いて筆を進めてきた。冒頭にも述べたように、両者が類似の 

場面、類似の文脈で用いられるという意外な発見への驚きがそもそも本稿 

執筆の動機となったからである。それでは両者の違いはどこにあるのだろ 

う力ぐこれにっいてはいまのところあれこれ思案を重ねている段階で、結 

論めいたものはまだ出せないのだが、いま考えているのは次のようなこと 

である。

「せっかく」や 「どうせ」は、「うれしい」「かなしい」「もったいない」 

「とんでもない」のようなS 用語としての形容詞に比べれば具体性にはは 

るかに乏しいが、そのときどきの話し手の主観に関する情報をある程度相 

手に伝え得るだけの意味内容を、語の段階ですでに備えているのではなか 

ろう力、。 ところが sch on自身のもっ意味内容といえば、この心態詞がかっ 

てく時の副詞〉であった段階でもっていた「すでに」 という時間的な客観 

情報がその主なもので、この schonを用いる話し手の心理状態に関する情

「せっかく」と 「どうせ」
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報は、たとえぱ本稿で扱っているschonが werm構 文 （wenn-Satz) のなか 

でのみ一定の働きをするように、特定の構文と相俟って初めて生まれてく 

るものと思われる。具体例に即して考えてみよう。

(37) Wenn wir schon hier sind, miissen wir unbedingt den Louvre besucnen.

せっかくここまで来たのだから、ぜひともル一ヴルへは行かなくちゃ

ね。

(38) Wenn wir schon hier sind, konnten wir eventuell den Louvre besucnen.

どうせここまで夹たのだから、ルーヴルへ行くのもいいかもね。

まずドイツ語の原文のほうたが、前半部の wenn wir schon hier s in dは 

( 3 7 )と （3 8 )に共通である。いずれの場合もwenn構文に schonが登場する 

ことによって初めて、話し手がパリに来たからには何かをしたいと思って 

いるらしいとのシグナルが、schonを媒介として聞き手に伝わるのである。 

ところがもしもこの構文がこのように接続詞w en nに始まる条件文ではな 

く、ふつうの平叙文であったらどうだろうか。

(37a) Wir sind schon hier, wir miissen unbedingt den Louvre besuchen.

(38a) Wir sind schon hier, wir konnten eventuell den Louvre besuchen.

この二つの文がドイツ語として立派に通用するものであることは言うま 

でもない。 しかし問題はその前半部である。 wir sind schon h ierたけを耳に 

した聞き手には、われわれがすでにここに来ている、 という客観的な享実 

は伝わるが、「パリまで来たのだから何かをしたい」 という相手の気持ち 

までは伝わりにくい。実際の状況では、ここまで聞いて敏感に相手の気持 

ちを察知する旅仲間もいるにはちがいないが、この構文ではそれが聞き手 

には伝わりにくいのである。別の言い方をすれば、 Wir sind schon hier. の 

schonは 「すでに」 を意味するく時の副詞〉と解釈すべきであって、心態 

詞であるとの解釈は成立しないのである。
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それでは日本語のほうはどうだろうか。まず例文（3 7 )だが、「せっかく 

ここまで来たのだから」 という前半部を耳にするだけですでに聞き手は、 

話し手がパリ滞在をむだには過ごしたくはないのだな、何もしないのはも 

ったいないと思っているのだな、ということを感じ取ることができるし、 

そのシグナルの働きをするのがまさに「せっかく」である。（3 8 )の 「どう 

せ」についても同様で、「どうせここまで来たのだから I と言われたとき 

の聞き手には、「せっかく」の場合ほどの強い意欲は感じられないものの、 

それでも話し手が何かをしたがっていることだけは十分に伝わるはずであ 

る。つ ま り 「せっかく」に せ よ 「どうせ」 にせよ、schonのように構文の 

助けを借りることなく、ある種の情報を相手に伝え得るだけの意味内容を 

語の段階ですでにもっているのであって、ここが sch o nとのいちばん大き 

な違いなのではないか、そのように私には思われるのである。

こ れ は 「せっかく」「どうせ」にかぎることではなく、「まさ力、」「せめ 

て」「いっそ」「さすが」など一連の副用語2〉についてもW えることだと思 

う。たとえば死んだと思っていた友人が突然目の前に現れたとする。 日本 

人ならぱまさに「まさ力りというべき場面であろう3)。 rまさかきみが生き 

ているなんて」「こんなことがまさかあろうとは丄など発話全部を耳にし 

なくても、「まさか」の一言を聞いただけで、その場に居合わせる人々に 

は、話し手がその友人の出現をあり得ないこと、信じられないことと考え、 

心の底から驚いていることカサ!]るのである。 しかしドイツ語の心態詞では 

そうはいかない。 Das ist doch nicht wahr! / Das ist ja  unglaublich! / Das gibt es 

doch n ic h t!など、そのような場面ではd ochや j a が好んで用いられるし、 

場合によっては、驚きのあまりDas ist doch...まで言って絶句してしまうと 

もあるだろう力す（Das ist ja ...についても同様)、このような構文とは無関係 

な単独のDoch!、単独の J a !だけでは、相手には何も伝わらないし、事実、 

先行する発話に含まれた否定を打ち消すD o ch !や、先行する問いへの肯定

「せっかく」と 「どうせ」

2 ) 同じ副用語でも「さっき」のように時間に関わるもの、「ずいぶん」のよう 

に程度に関わるものなどは、もちろん別である。

3) rまさかのときI 「まさかに備える」のような使い方はここでは間題にしな
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を意味するJ a !は別として、心態詞の d o c h と j a にはそのような単独用法 

は存在しない。

上の文例（3 7 )の訳文に「せっかく」 を使い、（3 8 )の訳文に「どうせ」を 

用いたのは、説明の都合上意図的にそうしただけのことで、この訳文がこ 

の場面にもっともふさわしいというわけではない。（3 7 )を 「どうせここま 

で来たのだから、ぜひともルーヴルへは行かなくちゃね」 と訳しても少し 

もかまわないし、（3 8 )は 「せっかくここまで来たのだから、ルーヴルへ行 

くのもいいかもね」 と訳すほうがむしろ自然だと考える人もきっといるに 

違いない。ま た 「もったいない」のようなあまりにも日本人的な気持ちの 

籠もった「せっかく」などは使わないほうが無難だと考える人もあるいは 

いるかもしれない。 しかしドイツ人も「もったいない4)」の気持ちとは無 

縁の人たちではあり得ないし、前後関係の文脈ないし場面によっては「せ 

ゥかく」の訳語がまさにぴったりの場合もあるに違いない。それだけのこ 

とだと思う。

sc h o nに張らず、総じてドイツ語の心態詞は、それが用いられる構文の 

違いによってそれが果たす役割もそれぞれ異なるのがふつうであり、それ 

が日本語の副用語との大きな違いだと思うが、そのことを判っていただく 

ために、同じ schonが、構文の違いによってどのような異なるシグナルを 

与え得るかを、その代表例ともいうべき次の二つの用法にかぎって説明し 

たいと思う5)。

まず schonがふつうの平叙文に用いられる場合である。 Sei ohne Sorge! 

Es geht schon g u t . (心配するな。うまくいくさ）、 Wenn es soweit ist, werde 

ich Ihnen schon Bescheid sa g e n .(そのときになったら、ちゃんとお知らせし 

ますから）のような使い方である。 この種の sc h o nには、独和辞典では 

「きっと」「かならず」「たしかに」などの訳語がつけられていることが多 

いが、gewifi, sicher (英語の certainlv, surely、フランス語の certainement,

4 ) 「もったいない」という日本語が最近脚光を浴びているが、それはあくまで 

語* としてのことであり、このような気持は日本人だけがもっているという 

ことではもちろんない。

5 ) 心態詞schonには、これ以外にもまだまだ多くの用法がある。
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su rem ent)のように実質的な意味をもっく話法詞〉 (M od alw oit)ではない 

のだから、訳語をつけることは厳に慎むべきであろう。平叙文に使われる 

この schonは、陳述内容がかならずや実現するであろうとの話し手の確信、 

g 信、§負などの気持を聞き手に伝えるシグナルの働きをするだけのもの 

で、「きっと」「かならず」などの語養的な意味はまったくもたないからで 

ある。

(39) MOOR: Geh voraus und melde mich. Du weiBt doch noch alles, was du 

sprechen muBt?

KOSINSKY: Ihr seid der Graf von Brand, kommt aus Mecklenburg, ich Euer 

Reutknecht 一 sorgt nicht, ich will meine Rolle schon spielen, lebt wohl! (Ab.) 

(Friedrich von Schiller, Die Rauber, 4.Akt, l.Szene)

モール先に行って案内を通じてくれ。言ふ享を忘れはしまいな？

コジンスキイ貴 :方がメクレンブルクからおいでになったフォン，プ 

ラント伯爵、僕が貴方の馬丁一  御安心なさい、大丈夫うまく演 

ります。

で は ！ （去る）

( フリードリヒ，フォン . シラー、傻賊、第 4 幕、第 1 場、関ロ存男訳）

r大丈夫うまく演ります」 という訳文は、Ich will meine Rolle schon 

spielen.の schonの微妙なニュアンスを見享にとらえて、文句のつけようの 

ない名訳である。この翻訳の刊行は昭和の初めだが、訳者がすでに当時か 

らこの schonの本質をこれほどきちんと把握しておられるとは、ただただ 

驚くほかはない。

(40) Werden wir klares Wetter haben, mein Sohn? fragte der kleine Priester und 

sah bedenklich nach Neapel hiniiber.

Die Sonne ist noch nicht heraus, erwiderte der Bursch. Mit dem bifichen 

Nebel wird sie schon fertig werden.

So fahr zu, daB wir vor der Hitze ankommen.

(Paul Heyse, L’Arrabbiata)

「せっかく」と 「どうせ」
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「晴れるだろうかね、アントニーノ？」 と小柄な神父は訊いた。そし 

て気遣わしそうにナポリの方を見やった。

「陽はまだ出ませんが」 と若者は答えた。「これっぱかしの霧は、陽が 

出れば追っ払われてしまいましょう」

「では、急いでやっておくれ、暑^くならないうちに向こうへ著けるよ 

うにね」

(パウル • ハイゼ、片意地娘、関泰祐訳）

太陽さえ照ればあんな霧などすぐに消えてしまうに違いないという船、頭 

の確信が、sc h o nを通じて神父にはっきり伝わり、そ れ が 「では、急いで 

やっておくれ」 との決心につながるのである。

(41) „WeIche Zimmemummer?"

"Das wissen wir noch nicht. After wir kriegen’s schon rawぶ."

(Erich Kastner, Emil und die Detektive, lO.Kapitel)

「部屋の番号は？」

rそれはまだわからないが、きっとわかるだろう。」

(エーリヒ，ケストナー、エーミールと探偵たち、

第 1 0享、高橋健ニ訳）

Aber wir kriegen’s schon raus.カシ「きっとわかるだろう」 と訳されている 

のはまことに物足りない。この schonが、へっちゃらさ、ルームナンパ一 

なんてわけなく探り出してみせるさ、という子供らしい自負心のシグナル 

であること力す、この訳文からはまったく読み取れないからである。

(42) Ungeschiitzt ein feindliches SchuBfeld zu durchqueren ist auch in der 

Dunkelheit eine Wette mit dem ZufalL Man muB sich sagen, ,,es wird mir 

schon nichts passieren'\ in der Hoffnung, daB der Zufall sich durch solche 

Beschworangen beeinflussen ほ6 t .(...)

(Dieter Wellershoff, Der Emstfall, 7.Kapitd)

味方の援護なしに敵の射程内を横切るのは、たとえ暗闇の中でも偶然
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との賭けにひとしい。「大丈夫、何も起こりはしないさ」 と祈るしか 

ない。このような念仏を唱えれば、偶然がそれに影響されることを期 

待しながら。

(ディ一夕一 • ヴェラ一スホフ、いざという場合、第 7 享）

ここでは、いまさら心配しても始まらないよ、どうなってもかまわない 

さ、 といういささかやけっぱちの気持ちすらsch onを通じて伝わってくる 

のではないだろうか。

次は schonが補足疑問文、厳密に言えば初めから否定の答えを前提とす 

る補足疑問文、っまり修辞疑問的な性格をもっ補足疑問文に用いられる場 

合である。Was kann schon p a ss ieren ? (何も起こりっこはないさ）、Wer 

arbeitet schon gem an Weihnachten? (クリスマスに好きこのんで仕事をする 

やつなんているものか）、Wen kummeit es schon, ob eine Website in Seattle 

Oder in Stockholm beheimatet i s t ? (ウエプサイトの場所がシアトルにあるの 

か、それともストックホルムにあるのか、そのようなことはどうでもいい 

ことだ）のような使い方である。繰り返しになるが、このような否定的な 

色彩が見られるのは、schonが補足疑問文に用いられるときだけであって、 

*Nichts kann schon passieren.マ *Niemand arbeitet schon gem an Weihnachten. 

のような使い方はもちろんあり得ない。

(43) Die Mutter nahm seine Hand und legte sie unter der ihren auf die 

Sessellehne. Endlich sagte sie:

"Was nur mit dem Madchen los ist. Es macht mir wirklich Sorge,"

,,Ach was", antwortete der Vater rahig, ,,was soil schon mit ihr los seiri, Sie 

wird Liebeskummer haben."

Die Mutter schwieg; nach einer langen Pause sagte sie:

"Ja, das ist gut moglich/'

(Joachim Maass, Die unwiederbringliche Zeit, 3.Teiり 

母 親 は 彼 （= 父親）の手を取り、その上に自分の手を重ねながら、安 

楽椅子の时掛けの上に載せた。最後に彼女は言った。

「あの子、どうしちゃったのかしら。ほんとうに心配だわI

「せっかく」と 「どうせ」
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「いやいや」 と父親は稳やかに答えた。「どうってことないさ。たぶん 

恋の悩みだろうよ」

母親はロをつぐみ、 しばらくしてから言った。 

rそうね、十分にあり得ることだわね」

( ヨアヒム，マース、二度と戻らぬ時代、第 3 部）

Was soil schon mit ihrlos se in .が補足疑問の形をとりながらも、反語とし 

て使われていることは、文末に疑問符がついていないことにも示されてい 

るのかもしれない。ただし文末の句読点の使い方は、終止符、疑問符、感 

嘆符など、個々人の好みによってまちまちであるから、その使い分けには 

深い意味などないと考えるべきだろう。上の文は一応「どうってことない 

さ」 と意訳しておいたが、逐語的に訳すとすれば、「彼女の身に何が起こ 

っていると、お前はH うのか」 ということである。

(44) Bei ihr habe ich Schnaos tnnken gelemt. Zuerst tat mir der Cognac weh, 

und ich bat sie um Likor. ,,Lik5r?" sagte sie, trinkt schon Likdr?" 

Inzwischen bin ich langst iiberzeugt, daB sie recht hat; dieser Cognac ist gut.

(Heinrich Boll, Und sagte kein einziges Wort, 6-Kapitel)

彼女のところでぼくは強い酒を飲むことを覚えた。最初はコニャック 

がきつかったのでリキュールを頼んだ。「リキュールなんて飲み物じ 

ゃないわ」いまではぱくも、彼女に理があることを確信している。と 

にかくこのコニャックは旨いんだ。

(ハインリヒ . ペル、そして何も言わなかった、第 6 章）

Wer trinkt schon L ik o r ?も同様に反語的な補足疑問文で、直訳すれば、 

「リキュールなんか誰が飲むものか」、つまりリキュールを飲む人などいな 

い、ということである。

(45) "Bring ihn Elske", sagte er, „und sag ihr, sie soil piinktlich sein."

Er gab mir den Brief. Ich steckte ihn gleichgiiltig in die Hosentasche und ging 

los.
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„Warte einen Moment", rief Klemens.

Er kam mir hinterher, legte eine Hand auf meine Schulter und sagte: "Du liest 

den Brief nicht, hast du verstanden?"

,,Wen interessiert schon dein Brief!"

,,Gut"，erwiderte er, ,,ich verlasse mich darauf, daB du ihn nicht liest." 

(Christoph Hein, Homs Ende, S.Kapitel, Thomas)

rこれをエルスケに渡すんだ」と彼は言った、「そして時間に遅れるな 

よって伝えてくれ」

彼はその手紙をぼくに渡した。ぼくはそれを無造作にズボンのポケッ 

トに突っ込み、出発した。

「ちょっと待った」 とクレーメンスが呼び止めた。

彼はぼくを追いかけてくると、片手をぱくの肩に載せてH った。「お 

まえ、この手紙を読むんじゃないぞ、判ったな？」 

rおまえの手紙なんかに興味はないさ」

「よし」 と彼は答えた、「信じよう、おまえが手紙を読まないとな」 

( クリストフ • ハイン、ホルンの最後、第 8 享、 トーマス）

従属接続詞w en nに導入される条件文のschon、平叙文の schon、そして 

補足疑問文の schon力三者三様にどのような意味のニユアンスを聞き手 

に伝えることができるかを、具体例を通じて詳しく検討してきたが、「せ 

っかく」「どうせ」「まさか」など一連の日本語の副用語と比べて、心態詞 

schonの意味内容が、それ力M吏われるそれぞれの文の構造にいかに大きく 

依存しているかが、以上の説明である程度お判りいただけたことと思う。 

平叙文の sch o nと補足疑問文のsch o nと は 「せっかく」や 「どうせ」 とは 

まったく無関係であり、schonの 「せっかく」や 「どうせ」 との関わりは、 

従属接続詞w en nに導入される条件文のなかでこそ生まれたものだという 

ことを、 くどいようだが再度確認しておきたい。

V I おわりに

以上の考察からわれわれはどのような結論を導き出せぱいいのだろう 

か。とりあえずはこういうことだと思う。「どう_せパリまで来たのだから、

「せっかく」と 「どうせ」
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ルーヴルは見とかなくちゃね」 とWenn wir schon in Paris sind, miissen wir 

den Louvre gesehen haben.の例が不すように、副用語の「どうせ」 と心態詞 

の schon力日本人やドイツ人によってほぼ同一の場面で好んで使われる 

ことは享案であり、この小論執筆の動機もそこにあったのだが、それだか 

らといって両者を類似の語類に属するものと軽々に判断してはならない 

し、安易にこの両者を対照文法（kontrastive Grammatik) の研究对象とす 

べきでもない、そういうことではないだろうか。「どうせ」や 「せっかく」 

を含む副用語と、sc h o nもその一つと一般に考えられている心態詞とは、 

そもそも比較の衬象となり得るような類似の語類ではまったくないからで 

ある。例えば日本語の「どうせ」をドイツ語と比較せよというのなら、心 

態詞ではなく、現在までのところはまだふつうの副詞として扱われている 

ohnehin、sowieso、あるいは南ドイツやオーストリアの日常語で好んで用 

いられるeh (LaB doch! Das ntitzt ja eh nichts.やめとけよ。どうせ何の役にも 

立ちゃしないさ）などを取り上げるほうがはるかに意味があるだろうし、 

上記の渡辺氏の本でも副用語の例として取り上げられている「せめて」に 

対応するドイツ語は何かと問われたら、そのく数量表現〉との関わりの深 

さから見て誰もが思いつくのは、心態詞ではないwenigstensや mindestens 

のたぐいたろう。純粋なく数量表現〉に使われることの多いmindestensは 

とも力、 とりわけ wenigstens は、 Du solltest dich wenigstens bei ihm 

entschuldigen. (きみもせめて彼に謝るぐらいのことはすべきじゃないか 

な）、 Wenn ich ihr wenigstens etwas Geld leihen konnte! (せめてい く らかでも 

彼女に金を貸して上げられたらなあ）の訳文でも明らかなように、「せめ 

て」 ときわめてよく似た使われ方をするからである。

(2007 年 8 月）
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